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 現在では、ボードレールと並んで、近代フランス最高の詩人の一人として位置付けられ

ているジェラール・ド・ネルヴァルは、長い間、群小作家と見なされ、その生涯と著作は

多くの謎と伝説に包まれていた。しかし彼のテクストの魅力にひかれる多くの研究者の努

力によって、20世紀後半には、彼の人と作品に関する知見は飛躍的に進展した。本研究は、
その成果を踏まえて、詩人の諸作品とりわけその頂点をなす『幻想詩編』の生成の過程を

精細に跡付けることを通じて、ネルヴァルの詩学、すなわち作品創造の源泉と力学を解明

しようとするものである。ところで、『幻想詩編』の詩句には、作者の人生の特権的な思い

出が凝縮されており、それを理解するためには、詩人の伝記と彼が残したテクストのすべ

てを精査し、それを詩編と照合する必要があるが、本論文はこの問題にも正面から取り組

んでいる。この意味で本論文は、作品論であると同時に評伝の性格も備えている。 
 全体は４部から構成され、第Ⅰ部「伝記と虚構」では、当時の政治・社会情勢と文芸思

潮を背景として、詩人の人生と作品全体の輪郭が示される。第Ⅱ部「風刺詩と叙事詩」で

は、これまで論じられることが少なかった初期作品を取り上げ、後期作品との断続と連続

の諸相が分析される。第Ⅲ部「幻想と神話」においては、詩句に暗示されている特権的瞬

間・空間や宿命の女性等、詩人の想像世界を構成する「幻想」と「神話」が主要作品中で

いかに展開されているかが考察される。第Ⅳ部「自己探求の道程」では、自らの自己同一

性を真摯に問いつづける詩人が、ナポレオンをはじめとする様々の神話的形象に自己の救

済願望を託しつつ、やがて『火の娘』「序文」において、無数に分裂増殖する自己を創作の

指針とする詩学を打ち出す過程を追跡し、その究極的表現として絶唱「エル・デスディチ

ャド」があることが示される。エピローグ「ネルヴァル神話の誕生」では、詩人の死にま

つわる伝説がいかに形成されたかが、その出発点に立ち戻って検討されている。 
 本論文は、提出者が長年にわたって個人研究と共同研究の両面から進めてきた実証的な

ネルヴァル研究－それは、２冊の基礎資料集と６巻の邦訳全集に結実している－を基礎と

して構築された作品論、詩論である。明確な問題意識に導かれ、主要作品に豊かで釣り合

いの取れた解釈を施すことを通じて、詩人の作品創造の秘密に可能な限り肉薄することに

成功している。なお本論文は、『ジェラール・ド・ネルヴァル 幻想から神話へ』と題して

本年１月東京大学出版会から公刊された著作をベースにしているが、そこでは割愛された

部分を増補し、引用テクストの出所を示す注を付加するなど、学術論文としてより完全を

期したものになっている。きわめて豊かな情報が盛り込まれているのに、それを検索する

ための索引が欠けていること等、瑕瑾がないわけではないが、長年の研究活動の最後を飾

るに相応しい業績に仕上がっている。以上から審査委員会は、本論文が博士（文学）の学

位に相当するものと判断する。 


